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福井県労済生協の総代会は、7月28日に開催されました。次号に掲載します。

　5月18日㈭に第63回の通常総代会を
開催しました。当日は総代総数110名に
対し、本人出席63名、書面出席34名の合
計97名の総代さんが参加されました。
　16年度は、前年度の松岡キャンパスの
食堂と購買の総合改修の結果、工事前よりも利用者が増加しまし
た。文京キャンパスの食堂は利用の減った土曜日を閉店しましたが、
ミールパス（財布の中を気にせずに1日の上限設定金額まで自由に
食べられる「食事の定期券」）保有者が増えたこともあり、実質的に
昨年度よりも利用者が増えました。
　17年度もひきつづき組合員と一緒に身近で利用しやすい店舗・
食堂づくりを進めていくとともに、共済等たすけあい制度の推進、学
生さんを軸にとりくむ新学期事業活動、環境にやさしい大学キャン
パスづくりにとりくみます。また、総代さんから緊急アピールとして提
起された食堂の混雑緩和のとりくみも進めていきます。
　総代会後は、事前に組合員さんからエントリーのあったアイデア
メニューを試食し、甘辛唐揚と鶏唐麻婆玉丼の2品が福井大代表と
して関西北陸地区のセレクションに駒を進めました。

2017年5月18日（木）
18：20 ～
教育系1号館 大1講義室

第６3回 通常総代会

店舗改装で利用が伸張しました

2017年6月28日（水）
13：30 ～
（一財）福井県教育センター
4階 大ホール

第60回 通常総代会
2017年6月17日（土）
13：30 ～
（一財）福井県教育センター
4階 大ホール

第６０回 通常総代会を開催しました

2017年6月11日（日）
9：30 ～
福井県自治会館
多目的ホール

たまり場づくりを広げて

第60回 通常総代会
第40回 通常総代会

第60回 通常総代会を開催しました

2017年2月11日（土）
10：00 ～
菅浜農業構造改善センター

第47回 通常総会

組合員の利用なくして生協の存続なし
全ての議案が可決承認2017年6月22日（木） 10：00～

県民せいきょう本部センター

第３9回 通常総代会

『感謝と挑戦』をスローガンに、食の安全と
くらしの安心で組合員へのお役立ちを高めていきます

福井県医療生協の第40回通常総代会が、6月11日
に福井県自治会館多目的ホールにおいて開催され、
「2016年度活動のまとめと事業報告及び決算・2017年
の運動方針」をはじめとする議案の提案があり質疑・
討議を経て全議案を採択しました。
福井県医療生協は、この一年間、いのち輝く社会づ

くり・くらしの助け合い・支え合いを広げ、たまり場づく
りを広げてきました。「健康チェック」は131回、2093人
の方が参加され、地域住民の健康不安に寄り添ってき
ました。健康習慣を広げるため「健康チャレンジ」に取
り組みました。健康ウオークは毎回たくさんの参加者
で健康づくりにつながっています。丹南ブロックで国高
支部が結成され支部数は31になりました。組合員の助
け合い運動は、嶺南手の輪会、丹南助けっとクラブに
続き坂井助けっとの
会が誕生し地域で
信頼を広げています。
支部・ブロックで拠
点（たまり場）の活用
や支部ニュースの
発行が進んでいます。

　第39回通常総代会が開催され、
全ての議案が賛成多数で可決承認
されました。
　竹生理事長より、2016年度は組合
員が15万人を超え、事業高は過去最
高、経常剰余金も前年を上回ったこ
となどの報告がありました。そして熊
本地震発生の際には緊急募金に多
くの皆様よりご協力いただいたこと
に、組合員・地域の皆様への感謝の
気持ちを述べました。当日来賓を代
表して、西川福井県知事よりご挨拶
をいただきました。

　第60回通常総代会は、6月28日㈬
午後1時30分より福井県教育セン
ター大ホールに於いて、本人出席23
名、委任状46名、書面議決50名、合
計119名（総代総数160名）の出席を
受け盛大に開催されました。
　見世理事長の挨拶の後、福井県
県民安全課 新河戸課長、生協連合会 竹生会長理事から祝辞をい
ただき、工事検査課 岡田総代を議長に選任し、議案について審議
を行い、事務局から提案された議案（第1号～第4号）は、賛成多数
によりすべての議案が承認されました。
　第8次中期計画の1年目として迎えた2016年度は、母体の変化と
生協を取り巻く環境の変化をしっかり受け止め、職域生協としての
存在意義を訴求し活動を行った結果、供給高・手数料高について
は計画未達の厳しい1年となりましたが、在庫管理や商品管理に重
点を置き、事業の活性化を図った結果、引き続き黒字決算となり、
懸念されていた退職給付費用も満額計上することができました。
　新年度も生協推進委員や職員組合などとの連携を深め、「信頼さ
れ　利用される生協」をめざします。

第60回通常総代会が開催され、次の4つの議案が
承認されました。

さらに、「学校生協第18次中期3ケ年計画（2年目）」
に基づき、初年度未達の項目等を総括し、課題につい
て一つ一つ対策を講じ「利用される学校生協」、「求め
られる学校生協」、「顔のみえる学校生協」を目指します。

第1号議案 平成28年度事業報告及び決算関係書類
承認の件

第2号議案 平成29年度事業計画及び予算決定に関
する件

第3号議案 役員補充に関する選任の件
第4号議案 役員報酬決定の件

⒈住民サービスの向上や買物支援を目的
に、行政・大手コンビニチェーンと連携
して、南越前町に地域コミュニティ施設
と一体型店舗の運営に向け、行政や地
域団体と一緒に合併会社を設立します。

⒉食事宅配「夕食宅配」の安定供給や、店
舗の弁当・惣菜の製造を行い地産地消
を推進するために、JA福井県経済連と
連携して、農産物処理加工施設を建設
します。
⒊2018年4月のオープンをめざし、鯖江市
北東部に「ハーツ10号店」の出店準備
を進めます。

⒋宅配の利便性を高めます。また、店舗で
は価格競争力の強化と家計応援を促
進します。

⒌嶺南エリアで、民間の福祉事業会社
（株式会社ケア・サービス・アイ）を継承
し生協グループとして事業を展開しま
す。重中度要介護者や認知症高齢者な
どへの支援を目的に、介護サービス事
業の向上を図ります。

⒍男性シニア層や子ども向けなどの様々
な企画に取り組みます。また、ボランティ
アを促進するなど、活動参画の広がりを
目指します。

⒈組合員の拡大と組織の活
性化を図る。

⒉「共同購入」、「通信（カタロ
グ・チラシ）」を中心とした自
主供給の利用拡大を図る。

⒊指定店会、協力店と連携し
事業の強化を図る。

⒋手数料事業の拡大に取り組む。
⒌事業剰余金確保のため、経費の削減に取り組む。
⒍関連団体や学校・地域社会との連携した運動に積
極的に参加する。

2017年度主な取り組みについて

2017年度の主な事業計画として

　去る、２月11日㈯菅浜農改センター
に於いて第47回通常総会を開催いた
しました。当日は、降雪の中沢山の組
合員の皆様にご出席頂き、山本議長
の進行のもと、全ての議案が原案通り
可決承認されました。平成28年度は
慶弔利用額の増加、ヤマト醤油味噌

及び電力関連の売上増等により、供給高は昨年度比約385千円上
回り、年度見通しとして1,117千円の当期剰余金を計上致しました。
これ偏に組合員の皆様のご協力の賜物と衷心より厚く御礼申し上げ
ます。当生協が安定経営を継続して行くには、やはり組合員の皆様
にご利用頂くことが一番重要でありますので、今後とも組合員の皆
様には変わらぬご愛顧のほどお願い申し上げます。また、その後の役
員選挙で新役員が以下の通り決定致しましたので、ご報告申し上げ
ます。今後は新体制により、役職員一丸となって生協発展のため頑
張りますので、引き続きご指導・ご鞭撻の程、お願い申し上げます。
【理事】梅津良一、吉本健造、竹本繁夫、武田道夫、清水政宏
【監事】中村正勇、高田寛治
※今回をもって監事を退任されました浜野健治様には、引続き菅浜生協の「相談役」として、
ご指導頂くことを理事会で決定しましたので、ご報告申し上げます。
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　県下６地区において、職域の2017年度第１回地区推進委員会を開
催し、2017年度活動計画の討議を行いました。

Ⅰ．地区推進委員会の開催

Ⅱ．保障設計プランナー講座の開催

2017年度　各チャネルでの実行課題
1．協力団体チャネル
執行部による活動の実践と共感
を通じた組合員の保障点検・見
直し活動の確立と拡大。

2．窓口・訪問チャネル
窓口での保障点検・見直し活動
の強化と推進チャネル間の連携
強化、共済ショップ政策の検討。

3．共済代理店チャネル
労働金庫、COOP生協、自動車
整備事業者での推進強化によ
る新規契約の増加。
4．暮らしのリスクに備える情報提供
防災・減災や健康増進にむけた
情報・体験学習の提供。

2017年度　事業推進活動の基本方針
2016年度活動の踏襲と強化をはかり、『組合員に「安心」と「満足」の提供、

共済代理店への「お役立ち」のさらなる向上をめざします』

開催の目的
協力団体内での保障設計運動の活性化にむけて、組合員からの
相談等に対応いただく生活保障プランナー講座を開催しました。

開催報告
　　多くの皆さんにご参加いただくため、福井・嶺南の２会場、

平日・休日の開催を4月・5月に開催し、78名の方に修了いただきました。
また保障に関する知識が深まったと好評を得ることができました。


